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（１）イタリアン

ライグラス

の収穫・調製 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（今月の作業のポイント） 

 ○イタリアンライグラスの収穫・調製 

 〇トウモロコシ、ソルガムの作付け 

  

イタリアンライグラスは、４月中旬頃から気温が上昇するに

伴い伸長が旺盛となる。収穫適期は、栄養価が高く収量も多い

出穂期（全体の半数の茎か

ら出穂した状態）である。

開花期になると、収量は増

加するものの、繊維の消化

率が低下し嗜好性も悪く

なるので注意する（表１）。 

また、収穫適期の４月頃

は、数日周期で天気が変わ

りやすい。収穫直前の雨や

強風により倒伏すると、収

穫機械による刈取り作業、

刈取り後に予乾する反転作

業（写真１）の支障となり、

作業効率や品質の低下をま

ねく。このため、収穫やサ

イレージ調製作業は、天気

予報や畑の状態をみながら

計画的に行う。 

イタリアンライグラスの

サイレージ調製は水分管理

が重要であり、70％以下ま

で予乾することが推奨され

ている。予乾作業は、80％以

上の生草水分が、晴天であ

れば 1 日で約 70～75％、２

日で 60～65％程度になるこ

とを目安にする。ラップサイレージに調製する場合は、水分 40

～60％、ラッピングはフィルム重複率を 50%、６層巻にするこ

とで、カビの発生を抑え長期保存が可能となる（写真２）。 

表１ ｲﾀﾘｱﾝﾗｲｸﾞﾗｽ 1 番草の成分値 

  水分 
粗繊維 

消化率 

乾物中 

TDN 

出穂期 84.7％ 76％ 69.2％ 

開花期 78.3％ 64％ 59.5％ 

日本標準飼料成分表から作成 

  

写真１ テッダーの反転は、刈取り後の
水分含量が高いうちに１～２回行う。 

写真２ 飼料畑でのラッピング 
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（２）トウモロコ

シ、ソルガム

の作付け 

飼料用トウモロコシの二期作栽培を行う場合、安定した収

量、品質を確保するために、一作目の品種は、二作目のは種適

期までに確実に収穫を完了できるものを選定する。品種の早晩

性は相対熟度（RM）で示されており、当センターの調査では、

一作目（４月初旬は種、７月中・下旬収穫）は RM114 以下、二

作目（８月上旬は種、11 月中旬収穫）は RM115 以上の品種を組

合せることで、年間 2,100～2,400kg/10a の TDN 収量が得られ

ることを確認している（図１）。 

作業状況によって、一作目は種が４月初旬にできず下旬以降

に遅れる場合は、二作目の収量と品質の保持が難しいため、通

常の作付け体系が望ましい。この場合、RM100 程度の早生品種

では、茎葉が十分に生育する前に絹糸抽出に至り、収量が低下

することがある。このため、RM125 程度の中生、晩生の品種を

選定し、登熟に要する十分な生育期間を確保することで収量低

下を抑えられる。また、は種深度は通常２～３cm であるが、晩

霜が予想される時は覆土を少し厚くす

る。 

ソルガムとの混播栽培（写真３）で

は、トウモロコシは早生品種、ソルガム

はソルゴー型もしくは兼用型の中生品

種を４月上・中旬には種する。ソルガム

は、種子の冠水抵抗性がトウモロコシ

より高く、は種後に湿害が発生した場

合に減収回避が期待できる。は種時期

の遅れやソルガムのは種量が多い場合

は、ソルガムの生育が勝りトウモロコ

シの生育抑制、子実の矮小化を招くとともに、ソルガム収穫量

の増加が水分過多となりサイレージの水分調整を難しくする。

一方で、は種量が少ないとソルガム二番草の収量が低くなるた

め、は種量はトウモロコシ、ソルガムとも 10a あたり２kg を

目安に、適期には種することを心がける。 

   （作成 畜産研究センター） 

写真３ トウモロコシと
ソルガムの混播栽培 

ﾄ ｳ ﾓ ﾛ ｺ ｼ 

ソルガム 

図 1 トウモロコシの二期作の作付け体系例 

図１　トウモロコシの二期作の作付け体系例
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